
                            平成２５年１１月１０日 

 

  担当：森本正信、北村多津一、谷川 克、臼井茂夫   

 

自然観察会 レジメ「色づく 里山」 

 

１ 公園の見所 

  シラカシ     照葉樹  高度・土壌が違うとアラカシに 

  カワセミ     空飛ぶ宝石 翡翠 新幹線や水着にも採用 カワセミ科の仲間 

           英語では「キング フィッシャー」 求愛給餌とは？ 

  ホタル      昔から自然発生している貴重なところ 

                               

２ 里山環境について 

  里 山      人との共同生活を営む身近な自然（林）ｖｓ 奥 山 

           人為による適度な錯乱→モザイク（パッチワーク）的な環境  

  谷 戸      日本の原風景＝台地+斜面+雑木林+ため池+水田などで構成 

  雑木林の樹種   コナラ、クヌギ、ヤマザクラ、エゴノキ、ケヤキ、ミズキなど 

  萌芽更新     コナラ、クヌギなどの広葉樹（やはり若い方が…） 

 

３ 観察のヒント 

  種の旅      ＤＮＡ散布の工夫・各種リスクの軽減？  

  クモの待ち方   なぜ下向きに？ 上向きはある？ 「かくれ帯」とは？ 

  ヨシ（アシ）   水質浄化作用（緩速ろ過） ムダのない自然界 

  アニマルヘッジ  山の手入れ ここから始まる小さなつながり（生態系）  

       

４ 色づく里山 

 紅葉の仕組 早わかり   

 公園のビュー・スポット  

 野良仕事での道具    ‥ ワークセンターで農機具を見学 

 伐採の好時期      ‥ 薪炭材やホダ木・特に竹は 11月に 

 

５ 次回の予定   １２月８日（日）午後１時より 

  「紅葉の里山」 ぜひ、ご参加ください。 

 

                                    以 上                                                  


